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広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号２

　

平
成　

年
度
予
算
は
、
平
成　

年　

月

１７

１６

１０

　

日
に
誕
生
し
た
常
陸
大
宮
市
の
合
併
後

１６は
じ
め
て
の
年
間
を
通
し
た
本
格
的
な
予

算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
２
５
６
億
５

千
万
円
で
、
前
年
度
の
旧
５
町
村
の
予
算

総
額
に
比
べ
８
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に　

の
特

１１

別
会
計
と
上
水
道
事
業
の
企
業
会
計
を
設

置
し
て
お
り
、
特
別
会
計
の
予
算
総
額

は
、
１
５
６
億
７
１
２
１
万
８
千
円
、
上

水
道
事
業
は
、
収
益
的
支
出
と
資
本
的
支

出
の
合
計
額
で　

億
１
０
８
１
万
２
千
円

１１

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
常
陸
大
宮
市
の
総
予
算

１７

規
模
と
し
て
は
、
４
２
４
億
３
２
０
３
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
で
は
、
市

民
税
、
利
子
割
交
付
金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
等
に
お
い
て
実
質
的
に
減
収
が
見
込
ま

れ
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

も
大
き
な
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、
一
般
財

源
は
十
分
な
確
保
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
歳
出
で
は
、
公
債
費
や
生

活
保
護
事
務
移
譲
に
伴
う
扶
助
費
等
の
増

大
に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
り
ま
し
た
が
、
事
務
事
業
の
厳
選
と
経

常
経
費
の
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
山

積
す
る
行
政
課
題
、
多
様
化
す
る
住
民
要

望
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
国
、
県
補
助

金
や
合
併
特
例
債
等
の
活
用
に
よ
り
諸
施

策
実
現
の
た
め
の
財
源
を
確
保
し
、
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て

１７

は
、
新
市
建
設
計
画
の
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
、
次
の
６
項
目
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
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に
沿
っ
て
、
各
種
事
業
の
優
先
度
、
緊
急

度
を
考
慮
し
な
が
ら
事
業
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

　

地
域
医
療
の
核
と
し
て
高
度
医
療
及
び

救
急
医
療
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、
平

成　

年
度
よ
り
事
業
に
着
手
し
て
い
る

１６
（
仮
称
）県
北
西
部
地
域
中
核
病
院
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
合
併
特
例
事
業
債
を
活

用
し
、
本
年
度
末
の
完
成
に
向
け
て
事
業

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
子
育
て
支
援
の
推
進
、
高
齢
者
福

祉
タ
ク
シ
ー
事
業
、
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
健
康
づ
く
り
運
動
を
総
合
的
か
つ
効
果

的
に
推
進
す
る
た
め
の
健
康
常
陸
大
宮　
２１

策
定
事
業
な
ど
、
互
い
に
助
け
合
い
支
え

合
う
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
福
祉
施

策
の
充
実
、
子
育
て
支
援
施
策
の
強
化
拡

充
を
図
り
ま
す
。

 

健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

▲　（仮称）県北西部地域中核病院の建設現場
－４月上旬－



広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号３

　

住
民
の
生
活
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

新
た
に
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
基
本
計

画
策
定
経
費
を
計
上
し
、
市
内
を
循
環
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
交
通
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
市
内
移
動
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

住
民
に
最
も
身
近
な
生
活
道
路
に
つ
い

て
は
、安
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
た

め
市
道
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た

情
報
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
地

域
情
報
化
計
画
を
策
定
し
、
誰
も
が
情
報

通
信
機
器
を
利
用
で
き
る
環
境
整
備
と
総

合
的
な
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図

り
ま
す
。

　

生
活
環
境
の
改
善
と
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
の
た
め
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
推

進
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
、
普
及
に

努
め
る
と
と
も
に
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
促
進
す
る
た
め

の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
助

成
や
ご
み
の
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
を
推
進
し
、
環
境
保
全
、
廃
棄
物
処
理

対
策
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
内
全
域
の
防
災
活
動
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画

策
定
事
業
や
市
内
全
域
へ
迅
速
な
防
災
情

報
の
提
供
を
す
る
た
め
の
防
災
行
政
無
線

整
備
事
業
、
さ
ら
に
機
動
的
で
効
果
的
な

消
防
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
常
備
消

防
の
強
化
や
防
火
水
槽
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
な
ど
の
施
設
・
設
備
の
整
備
、

消
防
団
組
織
、
防
災
通
信
体
制
の
拡
充
を

図
り
ま
す
。

　

農
地
の
流
動
化
に
よ
る
農
家
規
模
の
拡

大
や
生
産
性
の
高
い
優
良
農
地
の
保
全
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
Ｕ
タ
ー
ン
農
業
者

へ
の
支
援
、
相
談
な
ど
を
通
し
安
定
的
な

農
業
経
営
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
新
田
園
空
間
実
践
活
動
事
業

に
よ
る
地
区
集
会
施
設
整
備
事
業
や
県
単

土
地
改
良
事
業
及
び
基
盤
整
備
促
進
事
業

で
の
農
道
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
維

持
、
増
進
す
る
た
め
計
画
的
な
林
道
及
び

作
業
道
の
開
設
、
林
業
の
再
生
を
図
る
た

め
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
な

ど
の
補
助
制
度
や
遠
赤
外
線
く
ん
煙
乾
燥

に
よ
る
間
伐
材
の
有
効
活
用
と
高
付
加
価

値
販
売
を
促
進
す
る
た
め
の
森
林
資
源
利

活
用
促
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
木
造
住
宅
建
設
助
成
金
や
豊
か
な
森

林
資
源
の
保
全
、
活
用
を
目
的
と
す
る

「
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

基
金
」
を
創
設
し
、
森
林
活
用
施
策
を
展

開
し
ま
す
。

　

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
た
め
中
学
生

海
外
派
遣
事
業
や
小
学
６
年
生
を
対
象
と

し
た
宿
泊
体
験
事
業
「
ふ
れ
あ
い
の
船
」 

を
実
施
す
る
ほ
か
、
児
童
数
の
減
少
に
よ

り
複
式
化
が
懸
念
さ
れ
る
小
学
校
へ
の
学

校
教
育
指
導
員
配
置
や
市
内
小
学
生
と
秋

田
県
大
館
市
小
学
生
と
の
友
好
交
流
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
た
め
、
御
前
山
統
合
小
学
校
整
備
事

業
、
山
方
中
学
校
体
育
館
整
備
事
業
や
年

次
的
に
行
う
各
小
中
学
校
図
書
室
へ
の
空

調
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
体
育
協
会
の
充
実
、
強
化

と
地
区
体
育
祭
へ
の
助
成
を
行
う
と
と
も

に
緒
川
総
合
運
動
公
園
建
設
事
業
を
実
施

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
推
進
を
図

り
ま
す
。

　

住
民
の
自
主
的
、
自
立
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
広
報
紙
等
に
よ
る

情
報
提
供
や
地
域
審
議
会
の
開
催
な
ど
住

民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
、
適
切
な
連
携
体
制
を
構
築

し
、
一
層
の
住
民
参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
地
域
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
等
の
支
援
や
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
を
図
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

策
定
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

人
に
優
し
く
安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り

活
力
に
あ
ふ
れ
安
定
し
て
働
け
る

ま
ち
づ
く
り

個
性
と
文
化
を
育
む
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り



広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号４

市の予算についてより詳しい内容を知りたい方は、本庁財
政課財政係（内線３７５･３７６）までお問い合わせください。

問い合わせ先
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予　算　額
（単位：千円）

会　　　計　　　名

４，４４５，０００国民健康保険特別会計

４，２１０，０００事業勘定

２３５，０００診療施設勘定

４，８６８，７２８老人保健特別会計

６６０，０００公共下水道事業特別会計

１３，１００公営墓地特別会計

１，４５５，０００農業集落排水事業特別会計

２，５０５，０００介護保険特別会計

８３７，０００簡易水道事業特別会計

２４７，０００宅地造成事業特別会計

２３７，０００戸別浄化槽整備事業特別会計

３９０那珂地方公平委員会特別会計

４０３，０００温泉事業特別会計

１，１１０，８１２上水道事業（収益的支出、資本的支出の合計額）



広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号５

＊住民基本台帳人口とは、常陸大宮市に居住し、住民基本台
帳に記載されている（住民票がある）方の人数です。広報
の裏表紙に記載している常住人口は、５年ごとに行われる
国勢調査の人口をもとに推計したもので、この２つは、調
査の方法や対象者が異なることから、数値は必ずしも一致
しません。
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号６
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号７
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�

�
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

・
準
市
葬
補
正
予
算

・
公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す
る
協

定
書

・
公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
係
る
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

�
（
仮
称
）県
北
西
部
地
域
中
核
病
院
建
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�
Ｈ　

国
債
桜
の
丘
住
宅
第
９
工
区
建
設

１６
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
��
	


�
��
�
�

��

�
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
予
算

�
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

�
常
陸
大
宮
市
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

�
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算

�
常
陸
大
宮
市
公
営
墓
地
特
別
会
計
予
算

�
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
予
算

�
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

�
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

�
常
陸
大
宮
市
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

予
算

�
常
陸
大
宮
市
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特

別
会
計
予
算

�
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
特
別
会
計
予
算

�
常
陸
大
宮
市
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

�
常
陸
大
宮
市
上
水
道
事
業
会
計
予
算

�
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�

�
常
陸
大
宮
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

�
地
方
独
立
行
政
法
人
法
等
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

�
常
陸
大
宮
市
火
葬
場
、
斎
場
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

�
常
陸
大
宮
市
家
和
楽
青
少
年
の
家
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

�
常
陸
大
宮
市
家
和
楽
体
育
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

�
�
�
�
�
�
�
�
	�
�

�

�
常
陸
大
宮
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例

�
常
陸
大
宮
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

�
常
陸
大
宮
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例

�
常
陸
大
宮
市
特
別
会
計
条
例

�
常
陸
大
宮
市
敬
老
年
金
支
給
条
例

�
常
陸
大
宮
市
地
域
福
祉
基
金
条
例

�
常
陸
大
宮
市
都
市
公
園
条
例

�
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
設
置
条
例

�
常
陸
大
宮
市
社
会
体
育
施
設
条
例

�
常
陸
大
宮
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例

�
常
陸
大
宮
市
御
前
山
青
少
年
旅
行
村
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

�
�
�
�
�
�
��
�

�

�
美
和
村
納
税
奨
励
に
関
す
る
条
例
及
び

緒
川
村
納
税
奨
励
に
関
す
る
条
例
の
失

効
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
条
例

�
常
陸
大
宮
市
緒
川
地
域
出
産
祝
金
及
び

健
全
育
成
奨
励
金
に
関
す
る
条
例

�
常
陸
大
宮
市
御
前
山
地
域
す
く
す
く
子

育
て
奨
励
金
支
給
条
例

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


��
�
�

�
茨
城
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

�
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
規
約
の
改
正

に
つ
い
て

�
大
宮
地
方
広
域
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

�
大
宮
地
方
広
域
組
合
の
解
散
に
伴
う
財

産
処
分
に
つ
い
て

�
常
陸
大
宮
市
と
城
里
町
の
火
葬
場
斎
場

に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

�
大
宮
大
子
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て

�
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
那
珂
地

方
公
平
委
員
会
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

�
水
戸
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合
か
ら
の

脱
退
に
つ
い
て

�
常
陸
大
宮
市
の
水
戸
地
方
農
業
共
済
事

務
組
合
か
ら
の
脱
退
に
伴
う
財
産
処
分

に
つ
い
て

�
茨
城
北
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

�
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

�
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

�
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

�
（
仮
称
）県
北
西
部
地
域
中
核
病
院
機
械

設
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�
（
仮
称
）県
北
西
部
地
域
中
核
病
院
電
気

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�


��
��

��

�
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

号
）

１０

�
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

�
常
陸
大
宮
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

�
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

�
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

�
常
陸
大
宮
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

�
常
陸
大
宮
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

�
常
陸
大
宮
市
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

�
常
陸
大
宮
市
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

�
常
陸
大
宮
市
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号８

○
計
画
の
期
間
は

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の　

年

１７

２６

１０

間
で
す
。
社
会
経
済
情
勢
な
ど
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
、　

年
度
ま
で
の
５
年
間

２１

を
前
期
計
画
（
今
回
策
定
）、
平
成　

年
度

２２

か
ら
平
成　

年
度
ま
で
を
後
期
計
画
（
平

２６

成　

年
度
策
定
）
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

２１
○
計
画
の
展
開
・
推
進

　

す
べ
て
の
家
庭
を
対
象
と
し
た
こ
の
計

画
を
総
合
的
に
行
っ
て
い
く
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
や
地
域
の
関
係
団
体
な
ど
の
連

携
が
不
可
欠
で
す
。
子
育
て
に
関
す
る
情

報
を
共
有
化
し
、
実
践
的
な
施
策
の
推
進

に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
書
の
内
容
な
ど
、
詳
し
く

は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。　

【�
（　

）１
１
１
１　

内
線
１
３
８
】

５２

◎
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業

◇
つ
ど
い
の
広
場
の
整
備
推
進

◇
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業

◇
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

◇
休
日
保
育
事
業

◇
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
の
作
成

◎
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
き
め
細
か

な
取
組
の
推
進

◇
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

◇
母
子
・
父
子
福
祉
手
当
の
支
給

◎
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
推
進

◇
男
女
の
出
会
い
・
交
流
の
場
の
創
出
支
援

◎
母
親
及
び
乳
幼
児
等
の
健
康
の
確
保
及

び
推
進

●
そ
の
ほ
か
重
点
事
業
と
し
て　

施
策
、

２２

継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、　

施
策
を
計

８１

画
し
て
い
ま
す
。

策策
定定
のの
趣趣
旨旨

　

こ
の
計
画
は
、
今
日
、
少
子
化
の
流
れ

が
一
段
と
進
む
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
家
庭
・
地
域
社
会
の
変
貌
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
に
と

ど
ま
ら
ず
、
次
代
の
親
に
な
る
世
代
へ
の

支
援
等
も
含
め
、
市
民
、
行
政
及
び
地
域

社
会
全
体
が
一
体
と
な
り
、
子
育
て
や
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
安
心
し
て
見
守
れ
る

地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
具
体
的
な
施
策

を
設
け
、「
次
代
の
子
育
て
」
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
こ
の
計
画
の
３
つ
の
基
本
理
念

を
基
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
市
全

体
で
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
、
そ
し
て
元
気
に
成
長
し
て
い
け
る
生

活
・
社
会
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

１
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
愛

情
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

２
、
夫
婦
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
社
会
全
体

で
祝
福
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す

３
、
父
母
が
子
育
て
の
意
義
と
喜
び
を
実

感
で
き
、
そ
れ
を
社
会
全
体
で
支
援
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画
ののののののののののののののののの
３３３３３３３３３３３３３３３３３
つつつつつつつつつつつつつつつつつ
ののののののののののののののののの
基基基基基基基基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本本本本本本本本
理理理理理理理理理理理理理理理理理
念念念念念念念念念念念念念念念念念
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�
内
田
委
員
長
よ
り
矢
数
市

長
へ
計
画
書
を
答
申
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主主主主主主主主主主主主主主主主主
ななななななななななななななななな
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規規規規規規規規規規規規規規規規規
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号９
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矢
板
み
ち
子（
保
健
福
祉
部
福
祉
課〈
福
祉

事
務
所
〉美
和
保
育
所
保
育
士
）

�
�
��
�
�
��
�
	



��

��

�
��
�

内
田　

義
勝
（
保
健
福
祉
部
長
）

石
川　

博
保
（
経
済
部
長
併
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）

川
崎　

恵
子（
保
健
福
祉
部
福
祉
課〈
福
祉

事
務
所
〉子
育
て
支
援
室
子
ど
も
福
祉

係
長
）

金
子
千
恵
子
（
市
民
部
市
民
課
主
査
）

藤
咲　

清
子
（
市
民
部
税
務
課
主
査
）

宇
留
野
時
江
（
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

准
看
護
師
）

阿
久
津
時
男（�
�
福
祉
健
康
課
参
事〈
御

前
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
〉）

皆
川　

幸
夫
（�
�
市
民
課
参
事
兼
課
長

補
佐
）

軍
司　

栄
子
（�
�
市
民
課
長
補
佐
兼
出

納
税
務
係
長
）

安
藤　

洋
子
（�
�
市
民
課
主
査
）

菊
池　

陽
子
（
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地

農
政
係
長
）

岩
下　

京
子
（
生
涯
学
習
課
参
事
兼
文
化

セ
ン
タ
ー
副
館
長
兼
管
理
係
長
）

佐
野　

絢
子
（
生
涯
学
習
課
参
事
兼
大
宮

公
民
館
副
館
長
）

宇
留
野　

登
（
生
涯
学
習
課
参
事
兼
図
書

情
報
館
副
館
長
）

宇
留
野
て
る
子（
学
校
教
育
課
学
務
係
長
）

廣
木
千
登
世
（
お
が
わ
幼
稚
園
教
諭
）

佐
々
木
清
文
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任

調
理
手
）

宇
留
野
尚
江（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
手
）

関　

加
代
子
（
図
書
情
報
館
管
理
係
長
）

木
村　

徹
男
（
東
消
防
署
長
）

小
室　

善
之
（
消
防
本
部
警
防
課
通
信
指

令
室
長
）

�
�
��
�
�
�
�
	


�

��

異
動
者
及
び
昇
任
・
昇
格
者
（
役
職
に
つ

い
て
は
係
長
級
以
上
の
場
合
の
み
記
載
）

�
�
�

�
�
�
�

参
事
兼
秘
書
広
聴
室
長
兼
秘
書
広
聴
係

長
・
皆
川
修
（
秘
書
広
聴
室
長
兼
秘
書
広

聴
係
長
）
▽
副
参
事
兼
文
書
法
制
係
長
・

木
村
雅
之
（
総
務
課
文
書
法
制
係
長
）
▽

係
長
・
樫
村
英
子
（
総
務
課
主
査
）
▽
木

城
さ
や
香
（
保
健
福
祉
部
医
療
保
険
課
）

▽
鈴
木
和
範
（
新
規
採
用
）

●
秘
書
広
聴
室

係
長
・
助
川
玲
子
（
秘
書
広
聴
室
主
査
）

●
総
務
課
（
派
遣
）

参
事《
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
へ
》山�

静
雄
（
保
健
福
祉
部
福
祉
課
長
補
佐
）
▽

係
長
《
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
へ
》
和

田
智
（
市
民
部
税
務
課
資
産
税
係
長
）
▽

《
茨
城
県
へ
》大
越
広
行（�
�
市
民
課
）▽

《
茨
城
県
へ
》梶
山
和
則（
建
設
部
建
設
課
）

▽《
茨
城
県
へ
》小
舩
修（�
�
経
済
課
）▽

《
茨
城
県
へ
》
木
村
輝
雄
（�
�
経
済
課
）

�
�
�
�

参
事
《
企
画
調
整
担
当
》・
木
村
一
見
（�

�
事
務
局
長
）
▽
副
参
事
兼
合
併
管
理
係

長
・
三
村
勝
重
（
企
画
課
合
併
管
理
係
長
）

▽
企
画
調
整
係
長
・
國
松
章
（�
�
学
校

教
育
係
長
）
▽
係
長
・
宇
留
野
久
美
子

（
企
画
課
主
査
）▽
齋
藤
勇
介（
新
規
採
用
）

�

�
�
�
�

課
長
補
佐
・
山�
俊
夫
（
企
画
課
副
参
事
）

▽
管
財
係
長
・
関
仁
三
（
市
民
部
環
境
課

環
境
政
策
係
長
）
▽
瀧
忠
則
（
市
民
部
税

務
課
）

�
�
�
�
�
�

広
報
統
計
係
長
・
木
村
安
文
（�
�
生
涯

学
習
係
長
）

�
�
�

�
�
�
�

参
事
兼
課
長
補
佐
・
宮
本
正
詞
（
環
境
課

長
補
佐
）
▽
副
参
事
《
住
民
記
録
担
当
》

大
賀
勝
子
（
市
民
課
副
参
事
兼
住
民
記
録

係
長
）
▽
住
民
記
録
係
長
・
松
本
惠
美
子

（
市
民
課
主
査
）
▽
係
長
・
横
山
ち
え
子

（�
�
市
民
課
係
長
）
▽
河
野
政
輝
（�
�

市
民
課
）

�
�
�
�

課
長
・
大
津
國
夫
（
保
健
福
祉
部
医
療
保

険
課
長
）
▽
参
事
兼
課
長
補
佐
・
内
藤
義

信（
税
務
課
長
補
佐
）
▽
副
参
事《
市
民
税

担
当
》横
山
伸
一（
税
務
課
副
参
事
兼
市
民

税
係
長
）
▽
市
民
税
係
長
・
山�
雅
子（
税

務
課
主
査
）
▽
資
産
税
係
長
・
泉
藤
男（
税

務
課
主
幹
）
▽
大
高
正
徳
（�
�
福
祉
健

康
課
）
▽
藤
田
敏
明
（�
�
市
民
課
）
▽

安
島
正
由
紀
（
総
務
部
総
務
課
）
▽
三
次

正
俊（
経
済
部
商
工
観
光
課
）▽
宇
野
武
寛

（
経
済
部
農
林
課
）
▽
桑
原
佐
都
子（
新
規

採
用
）

�
�
�
�

課
長
補
佐
・
横
山
不
二
夫
（
農
業
委
員
会

事
務
局
副
参
事
）
▽
環
境
政
策
係
長
・
内

田
善
一
（
議
会
事
務
局
係
長
）

●
お
お
み
や
広
域
聖
苑

参
事
兼
所
長
・
坂
本
一
（�
�
事
務
局
参

事
兼
お
お
み
や
広
域
聖
苑
所
長
）
▽
総
務

係
長
・
石
井
照
久
（�
�
事
務
局
次
長
兼

財
政
係
長
）
▽
管
理
係
長
・
和
智
利
美

（
お
お
み
や
広
域
聖
苑
係
長
）
▽
係
長
・
猿

田
潤
子
（
お
お
み
や
広
域
聖
苑
係
長
）

�
�
�
�
�

部
長　

　

佐
藤
隆
男
（�
�
次
長
兼
市
民
課
長
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

参
事
《
保
護
担
当
》
相
田
敬
一
（�
�
福

祉
健
康
課
長
補
佐
）
▽
課
長
補
佐
・
皆
川

清
貴
（
総
務
部
財
政
課
長
補
佐
兼
管
財
係

長
）
▽
副
参
事
兼
保
護
係
長
・
菊
池
均

（
福
祉
課
保
護
係
長
）
▽
社
会
福
祉
係
長
・

�
木
と
よ
子
（
福
祉
課
係
長
）
▽
宇
留
野

努
（�
�
事
務
局
係
長
）

●
子
育
て
支
援
室
（
福
祉
事
務
所
）

室
長
兼
子
ど
も
福
祉
係
長
・
立
原
正
雄（
子

育
て
支
援
室
長
）
▽
係
長
・
市
野
澤
礼
子

（
子
育
て
支
援
室
主
査
）
▽
木
村
美
登
里

（
福
祉
課
）

●
大
賀
保
育
所

主
任
保
育
士
・
圷
洋
子
（
福
祉
課
美
和
保

育
所
）

●
美
和
保
育
所

所
長
・
小
林
保
（
総
務
部
企
画
課
長
補
佐
）

▽
主
任
保
育
士
・
梶
と
し
子
（
福
祉
課
大

賀
保
育
所
）

●
福
祉
課
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

参
事
・
河
野
勉
（�
�
福
祉
健
康
課
参
事
）

▽
係
長
・�
原
次
男
（
生
涯
学
習
課
図
書

情
報
館
奉
仕
係
長
）
▽
岩
倉
富
次
（�
�
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福
祉
健
康
課
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



大
賀
邦
宏
（
新
規
採
用
）

�
�
�
�
�
�

課
長
・
堀
江
克
己
（�
�
市
民
課
長
）
▽

係
長
・
小
泉
玲
子
（
水
道
課
主
査
）
▽
宇

留
野
美
名
子
（
市
民
部
市
民
課
）
▽
森
千

賀
子
（
新
規
採
用
）

●
医
療
保
険
課
（
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財

団
済
生
会
派
遣
）

副
参
事
・
荒
井
昌
一
（�
�
福
祉
健
康
課

福
祉
係
長
）▽
猿
田
光
良（
経
済
部
農
林
課
）

�
�
�
�
�
�

石
川
雅
子
（
介
護
高
齢
課
）
▽
瀧
田
陽
子

（�
�
福
祉
健
康
課
）

�
�
�

部
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

諸
澤
好
一
郎　
（�
�
支
所
長
）

�
�
�
�

課
長
補
佐
兼
市
営
牧
場
長
・
安
藤
克
己（
総

務
部
財
政
課
長
補
佐
）
▽
副
参
事
兼
農
林

整
備
係
長
・
渡
辺
勝
秀
（�
�
経
済
課
農

林
商
工
係
長
）
▽
係
長
《
水
田
農
業
推
進

協
議
会
事
務
局
勤
務
》
内
藤
節
子
（
農
林

課
主
査
）
▽
疋
田
徹
治
（�
�
経
済
課
）

▽《
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事
務
局
勤
務
》

冨
田
聡
（
農
林
課
）

●
農
林
課
（
大
宮
町
農
業
公
社
派
遣
）

四
倉
崇
（�
�
事
務
局
）

�
�
�
�
�
�

大
美
賀
勝
枝
（�
�
市
民
課
）

�
�
�

�
�
�
�
�
�

課
長
補
佐
・
杉
山
勉
（
都
市
整
備
課
長
補

佐
兼
都
市
計
画
係
長
）
▽
課
長
補
佐
兼
都

市
計
画
係
長
・
皆
川
秀
行
（
建
設
課
長
補

佐
）
▽
渡
辺
文
尉
（�
�
市
民
課
）

�
�
�
�

課
長
補
佐
・
萩
谷
孝
之
（
水
道
課
長
補
佐
）

▽
大
森
優
（
総
務
部
総
務
課
）

�
�
�
�
�

課
長
補
佐
・
圷
栄
一
（
都
市
整
備
課
長
補

佐
）
▽
岡�
豪
（�
�
福
祉
健
康
課
）

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

菊
池
雅
子（
生
涯
学
習
課
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
安
藤
寿
彦
（
建
設
部
都
市
整
備
課
）
▽

大
越
治
美
（
建
設
部
都
市
整
備
課
）

�
�
�
�
�
�

課
長
補
佐
・
齋
藤
秀
男
（
建
設
部
下
水
道

課
長
補
佐
）
▽
坂
井
浩
美
（
市
民
部
税
務

課
）
▽
海
老
根
恵
子
（
保
健
福
祉
部
健
康

推
進
課
）

�
�
�
�

副
参
事
《
農
林
商
工
担
当
》
宇
留
野
宏

（
総
務
部
企
画
課
副
参
事
兼
企
画
調
整
係

長
）
▽
農
林
商
工
係
長
併
農
業
委
員
会
事

務
局
・
金
子
淳
（�
�
経
済
課
係
長
併
農

業
委
員
会
事
務
局
）
▽
坪
井
正
人
（�
�

建
設
課
）

�

�
�
�
�

課
長
・
長
山
勝
善
（�
�
建
設
課
長
）
▽

安
藤
博
章
（�
�
建
設
課
）

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

課
長
・
瀧
俊
満
（
水
道
課
長
）
▽
小
野
上

智
子
（
市
民
部
税
務
課
）

�
�
�
�
�
�

課
長
・
岡
崎
恒
之
（�
�
経
済
課
長
併
農
業

委
員
会
事
務
局
）
▽
砂
川
明
生
（
生
涯
学
習

課
）
▽
保
坂
リ
カ
（�
�
福
祉
健
康
課
）

�
�
�
�

課
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
・
木
村
博（
経

済
部
農
林
課
参
事
兼
課
長
補
佐
兼
市
営
牧

場
長
）
▽
岡
山
桂
子
（
保
健
福
祉
部
福
祉

課
美
和
保
育
所
）

�
�
�
�

課
長
補
佐
《
水
道
・
下
水
道
担
当
》
内
田

均
（�
�
福
祉
健
康
課
長
補
佐
）
▽
井
坂

仁
（�
�
建
設
課
）
▽
檜
山
洋
二
（�
�

建
設
課
）

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

課
長
・
和
知
稔
（�
�
所
長
兼
緒
川
総
合

セ
ン
タ
ー
長
兼
緒
川
公
民
館
長
）
▽
副
参

事
《
庶
務
担
当
》
金
子
和
司
（�
�
市
民

課
庶
務
係
長
）
▽
庶
務
係
長
・
圷
裕
志

（�
�
市
民
課
係
長
）
▽
係
長
・
皆
川
紀
子

（
保
健
福
祉
部
医
療
保
険
課
主
査
）▽
大
内

和
男
（
新
規
採
用
）
▽
岸
悦
子
（
学
校
教

育
課
小
瀬
小
学
校
）

�
�
�
�
�
�

課
長
補
佐
・
小
室
貞
夫
（�
�
建
設
課
長

補
佐
）
▽
副
参
事
《
福
祉
担
当
》
川
野
辺

修
身
（
会
計
課
副
参
事
兼
収
入
係
長
）
▽

福
祉
係
長
・
三
村
陽
子
（�
�
福
祉
健
康

課
係
長
）
▽
森
戸
美
恵
子
（�
�
福
祉
健

康
課
）

�
�
�
�

副
参
事
兼
土
木
建
築
係
長
・
桑
名
精
一（�

�
建
設
課
土
木
建
築
係
長
）
▽
大
森
正
人

（�
�
建
設
課
）

�
�
�
�
�
�
�

総
合
支
所
長

　

會
澤　

勲
（
市
民
部
税
務
課
長
）

�
�
�
�

課
長
補
佐
・
石
川
仁
美
（�
�
市
民
課
長

補
佐
《
住
民
担
当
》）
▽
課
長
補
佐
兼
会
計

課
分
室
長
《
出
納
税
務
担
当
》
木
内
文
子

（�
�
市
民
課
長
補
佐
兼
会
計
課
分
室
長
）

▽
出
納
税
務
係
長
・
瀧
智
彦
（�
�
市
民

課
主
幹
）
▽
係
長
・
仲
田
み
と
り
（�
�

市
民
課
主
査
）
▽
係
長
・
大
森
克
博
（�

�
市
民
課
主
幹
）
▽
萩
谷
早
苗
（
保
健
福

祉
部
医
療
保
険
課
）
▽
川
西
知
宏
（�
�

福
祉
健
康
課
）
▽
小
泉
寿
恵
（
総
務
部
総

務
課
）

�
�
�
�
�
�

課
長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長
・
横
山
一
洋

（�
�
福
祉
健
康
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長

兼
健
康
推
進
係
長
）
▽
福
祉
係
長
・
片
岡

里
津
子
（
市
民
部
税
務
課
主
査
）
▽
圷
眞

由
美
（�
�
福
祉
健
康
課
）
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号１１

��������	�
���
���������������������������������

��������������������	����������	
������������	
�

����������	
������������	
��
����������	

�
�
�
�

係
長
・
皆
川
文
子
（�
�
経
済
課
主
査
）

▽
川
上
雅
文
（
新
規
採
用
）

�
�
�
�

課
長
・
鹿
嶋
幹
雄
（�
�
建
設
課
長
）
▽

課
長
補
佐
・
大
坪
重
一
（�
�
建
設
課
長

補
佐
兼
土
木
建
築
係
長
）
▽
副
参
事
兼
土

木
建
築
係
長
・
栗
田
登
（�
�
建
設
課
係

長
）
▽
平
山
康
（�
�
建
設
課
）

�
�
�

課
長
・
黒
澤
豊
（
学
校
教
育
課
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
参
事
兼
所
長
）
▽
課
長
補
佐
・

安
藤
富
士
夫
（�
�
市
民
課
長
補
佐
）
▽

副
参
事
兼
収
入
係
長
・
田
沢
一
夫
（
総
務

部
財
政
課
係
長
）
▽
飯
岡
佐
知
子
（
保
健

福
祉
部
健
康
推
進
課
）

�
�
�
�
�

副
参
事
兼
議
事
係
長
・
山
本
洋
一
（
議
会

事
務
局
議
事
係
長
）
▽
戸
澤
睦
（�
�
市

民
課
）

�
�
�
�
�
�
�
�

経
済
部
長
併
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
諸

澤
好
一
郎
（�
�
支
所
長
）
▽
副
参
事
・

飛
田
修
一
（
会
計
課
副
参
事
）
▽
農
地
農

政
係
長
・
小
林
保
夫
（
保
健
福
祉
部
福
祉

課
社
会
福
祉
係
長
）
▽
係
長
・
堀
江
治
子

（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
）

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

課
長
補
佐
・
梶
幸
雄
（
学
校
教
育
課
長
補

佐
《
学
務
担
当
》）
▽
課
長
補
佐
《
総
務
担

当
》
猿
田
博
信
（
保
健
福
祉
部
福
祉
課
副

参
事
）
▽
総
務
係
長
・
黒
羽
は
る
み
（
学

校
教
育
課
係
長
）
▽
学
務
係
長
・
清
水
文

子
（
学
校
教
育
課
総
務
係
長
）

●
小
瀬
小
学
校

本
橋
は
る
み
（
緒
川
中
学
校
）

●
緒
川
中
学
校

岡
崎
重
子
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
▽
五

位
渕
輝
子
（�
�
市
民
課
）

●
大
宮
幼
稚
園

主
任
教
諭
・
藤
田
純
子
（
お
が
わ
幼
稚
園
）

●
お
が
わ
幼
稚
園

主
任
教
諭
・
小
橋
久
美
子
（
大
宮
幼
稚
園
）

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

参
事
兼
所
長
・
野
上
繁
（
学
校
教
育
課
長

補
佐
）
▽
菊
池
慶
子
（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）
▽
木
村
久
美
子
（
山
方
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）

●
山
方
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

糸
井
清
美
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

�
�
�
�
�
�

課
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長
・
山�
憲
昭

（
生
涯
学
習
課
長
）
▽
大
森
淳
一
（�
�
市

民
課
）

●
大
宮
公
民
館

参
事
兼
館
長
・
安
藤
寿
二
（
建
設
部
建
設

課
長
補
佐
）
▽
副
参
事
・
小
室
節
子
（�

�
市
民
課
副
参
事
）

●
文
化
セ
ン
タ
ー

参
事
兼
館
長
・
萩
谷
孝
行
（
建
設
部
下
水

道
課
参
事
兼
課
長
補
佐
）
▽
管
理
係
長
・

藤
田
洋
史
（
文
化
セ
ン
タ
ー
主
幹
）
▽
茂

垣
健
一
（
市
民
部
環
境
課
）

●
図
書
情
報
館

参
事
兼
館
長
・
小
野
瀬
時
男
（
市
民
部
市

民
課
参
事
兼
課
長
補
佐
）
▽
副
参
事
兼
管

理
係
長
・
金
子
正
平
（
総
務
部
情
報
政
策

課
副
参
事
兼
広
報
統
計
係
長
）
▽
奉
仕
係

長
・
岸
明
子（�
�
市
民
課
係
長
）▽
係
長
・

薄
井
明
（
図
書
情
報
館
主
査
）

●
家
和
楽
青
少
年
の
家

所
長
・
圷
晃
（�
�
教
育
委
員
会
事
務
局

参
事
兼
家
和
楽
青
少
年
の
家
所
長
）
▽
古

内
幸
枝
（
家
和
楽
青
少
年
の
家
係
長
）
▽

内
田
昌
俊
（
家
和
楽
青
少
年
の
家
）

�
�
�
�
�
�

所
長
兼
山
方
公
民
館
長
・
大
賀
孝
三
（�

�
所
長
兼
御
前
山
学
校
給
食
共
同
調
理
場

長
兼
御
前
山
公
民
館
長
）
▽
所
長
補
佐
兼

学
校
教
育
係
長
・
小
林
隆
子
（�
�
所
長

補
佐
）
▽
増
子
光
子
（�
�
事
務
局
係
長
）

�
�
�
�
�
�

所
長
兼
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
長
兼
緒
川
公

民
館
長
・
会
沢
薫
（�
�
所
長
兼
山
方
公

民
館
長
）

�
�
�
�
�
�
�

所
長
兼
御
前
山
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

兼
御
前
山
公
民
館
長
・
鹿
島
章
（
会
計
課

長
）
▽
係
長
・
諸
澤
正
行
（�
�
主
幹
）

�
�
�

課
長
・
菊
池
久
美
（�
�
福
祉
健
康
課
長

兼
保
健
福
祉
部
福
祉
課
美
和
保
育
所
長
）

▽
課
長
補
佐
・
菊
池
清
一
（
経
済
部
農
林

課
副
参
事
兼
農
林
整
備
係
長
）
▽
冨
田
万

佐
江
（
経
済
部
商
工
観
光
課
）

�
�
�
�

�
�
�
�

海
老
根
拓
也
（
新
規
採
用
）

和
地
智
昭
（
新
規
採
用
）

�
�
�
�

課
長
兼
通
信
指
令
室
長
・
堀
江
四
郎
（
警

防
課
長
兼
警
防
係
長
）
▽
警
防
係
長
・
内

田
正
行
（
東
消
防
署
主
任
）

�
�
�
�

課
長
兼
予
防
係
長
・
砂
川
一
男
（
東
消
防

署
２
部
副
署
長
）

�
�
�
�

署
長
・
宇
留
野
正
（
消
防
本
部
予
防
課
長

兼
予
防
係
長
）
▽
副
署
長
・�
木
泉
（
西

消
防
署
１
部
副
署
長
）
▽
総
括
係
長
兼
庶

務
係
長
・
砂
川
博
美
（
西
消
防
署
総
括
係

長
兼
庶
務
係
長
）
▽
堀
江
英
樹
（
西
消
防

署
）
▽
鈴
木
金
寿
（
西
消
防
署
）
▽
助
川

雅
之
（
西
消
防
署
）
▽
皆
川
和
成
（
消
防

本
部
総
務
課
）
▽
大
曽
根
真
道
（
消
防
本

部
総
務
課
）
▽
冨
山
和
也
（
消
防
本
部
総

務
課
）

�
�
�
�

副
署
長
・
清
水
喜
久
雄
（
東
消
防
署
総
括

係
長
兼
庶
務
係
長
）
▽
２
部
予
防
係
長
・

鯉
沼
裕
一
（
東
消
防
署
主
任
）
▽
総
括
係

長
兼
庶
務
係
長
・
長
山
金
夫
（
西
消
防
署

予
防
係
長
）
▽
石
川
保
（
東
消
防
署
）
▽

大
武
敏
秋（
東
消
防
署
）▽
井
坂
淳（
東
消

防
署
）
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　このコーナーでは、常陸大宮市の
さまざまな出来事や話題を紹介し 
ます。
　皆さんからの身近な情報をお待ち
しています。
　どうぞお気軽に情報をお寄せくだ
さい。

★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail
jousei@city.hitachiomiya.lg.jp



広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号１３

　

市
内
で
は
、
３
月
９
日
に
中
学
校
７
校

で
、　

日
に
は
小
学
校　

校
で
卒
業
式
が

２３

１９

行
わ
れ
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
や
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
、
在
校
生
な
ど
に
見
送
ら

れ
な
が
ら
、
中
学
生
５
２
６
人
、
小
学
生

４
８
６
人
が
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
美
和
中
学
校
で
は
、
地
域
の
８

割
が
山
林
と
い
う
特
性
を
活
か
し
、
卒
業

記
念
と
し
て
、
木
材
を
利
用
し
た
看
板
を

製
作
し
、
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

や
花
立
自
然
公
園
な
ど
美
和
地
域
の
公
共

施
設
８
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

【市立小・中学校等の卒業者数】

中　　学　　校小　　学　　校

計女男学校名計女男学校名

１５５８２７３大 宮１６９７村 田

６６３４３２大宮一１２８４大 場

９３３８５５大宮二１６８８小 場

７３４１３２山 方４２１７２５上 野

５０２５２５美 和５２３０２２大 宮

４４１７２７緒 川３５１６１９大 賀

４５２０２５御前山１２６６玉 川

５２６２５７２６９合 計１０３７塩 田

１７７１０世 喜

７１３８３３大宮西

４４２４２０山 方

２８１３１５山方南

１４６８檜 沢

２４１２１２嶐 郷

３１１５１６小 瀬

１５８７八 里

１２４８伊勢畑

１８９９野 口

１７１０７長 倉

４８６２４３２４３合 計
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「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
は
、
物

事
を
明
ら
か
に
し
て
示
す
こ
と
で
す

が
、
銀
行
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌

は
、
経
営
内
容
を
開
示
し
た
冊
子
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。
経
営
方
針
や
リ
ス
ク

管
理
体
制
等
の
ほ
か
、
賃
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
等
の
決
算
書
類
、
不
良
債

権
の
状
況
や
自
己
資
本
の
状
況
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
収

益
性
や
健
全
性
の
度
合
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�



　

毎
年
８
月
以
降
、
銀
行
の
営
業
所

（
本
店
・
支
店
）
で
前
年
度
の
経
営
状

況
を
掲
載
し
た
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

誌
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
最

近
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
す
る

銀
行
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�

そ
の
銀
行
の

�
収
益
性
を
知
り
た
い
場
合
は
、「
業

務
純
益
」「
利
ざ
や
」「
経
費
率
」な
ど

�
健
全
性
を
知
り
た
い
場
合
は
、「
自

己
資
本
比
率
」「
不
良
債
権
の
残
高
」

な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

特
定
の
銀
行
の
、
特
定
の
年
度
の

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
を
見
た
だ
け

で
、
経
営
状
態
の
善
し
悪
し
を
判
断
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、�
、�
の
数

値
を
、
資
本
規
模
が
同
程
度
の
銀
行
と

比
較
し
た
り
、
経
年
変
化
を
追
っ
た
り

す
る
こ
と
で
そ
の
銀
行
の
近
年
の
経
営

状
況
を
相
対
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。



広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号１４

　

常
陸
大
宮
市
体
育
協
会
の
設
立
総
会

が
、
３
月　

日
、
市
役
所
会
議
室
で
開
催

28

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年　

月
の
５
町
村
合
併
に
伴
い
組
織

10

の
統
合
に
向
け
て
の
調
整
作
業
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
５
つ
の
地
域
体

育
協
会
と　

の
競
技
団
体
等
を
会
員
と
し

19

て
発
足
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
中
枢
と
な
り
、
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
体
力
の
向
上
の
た
め
の
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

　

設
立
時
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会　
　

長　

矢
数　
　

浩
（
市　

長
）

副
会
長　

内
田　

善
博
（
助　

役
）

　
　
　
　
　

三
次
真
一
郎
（
助　

役
）

　
　
　
　
　

坂
本　

忠
夫
（
教
育
長
）

理
事
長　

桜
井　

弘
道
（
野
球
連
盟
）

副
理
事
長　

小
又　

好
弌
（
空
手
道
連
盟
）

石
川　

昌
義
（
大
宮
地
域
体
育
協
会
）

菊
池　

忠
一
（
山
方
地
域
体
育
協
会
）

川
勾　

寿
夫
（
美
和
地
域
体
育
協
会
）

掛
札　

行
雄
（
緒
川
地
域
体
育
協
会
）

軍
司　
　

弘
（
御
前
山
地
域
体
育
協
会
）

理　
　

事　

萩
谷　

勝
夫
（
ゴ
ル
フ
連
盟
）

　
　
　
　
　

神
永　

哲
男
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）

　
　
　
　
　

中
村　
　

稔
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
）

　
　
　
　
　

池
下　

安
雄
（
野
球
審
判
部
）

菊
池　

修
平
（
テ
ニ
ス
連
盟
）

佐
藤　

和
男
（
剣
道
連
盟
）

寺
門　

信
義
（
卓
球
連
盟
）

秋
山　
　

充
（
サ
ッ
カ
ー
連
盟
）

片
岡　

正
徳
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
）

茅
根　

一
浩
（
硬
式
野
球
連
盟
）

茅
根　

道
治
（
少
年
野
球
連
盟
）

佐
藤　

文
明
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
）

河
野　

秀
男
（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
）

青
柳　

幸
雄

（
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
連
盟
）

三
村　

隆
男

（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
）

大
宮
第
二
中
学
校

（
市
中
学
校
体
育
連
盟
代
表
）

野
上　

尅
洋
（
体
育
指
導
委
員
会
）

藤
田　

佳
史
（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
）

監　
　

事　

金
子　

勝
一
（
学
識
経
験
者
）

長
山　
　

孝
（
学
識
経
験
者
）

評
議
員　

地
域
体
育
協
会
、
加
盟
競
技

団
体
、
体
育
指
導
委
員
会
、

関
係
諸
団
体
よ
り
各
１
名

　

な
お
、
事
務
所
は
教
育
委
員
会
内
に
置

き
、
事
務
局
員
は
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
担
当
、
各
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
担

当
と
な
り
ま
す
。

��������

��������	
��
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○大宮地域体育協会（10支部）
大宮、玉川、若林、大賀、世喜、上野、村石、
小場、大場、塩田

○山方地域体育協会（10支部）
山一、山二、山三、西野内、舟生、諸沢北富田、
下小川、野上、小貫照山、塩田

○美和地域体育協会（７支部）
檜沢、下檜沢、上檜沢、高部、三河戸、嶐郷、
鷲子

○緒川地域体育協会（17支部）
那賀、下小瀬、国長、小玉、下郷、宿、本郷、
川西、西根、大岩、小舟、油河内、松之草、
小瀬沢、吉丸、入本郷、千田

○御前山地域体育協会（13支部）
館・内古屋、野口宿、上郷・滝若、野口平、
門井、下伊勢畑、上伊勢畑、桧山、長倉、野田、
秋田、中居、金井・大倉

地域体育協会

○軟式野球
○ゴルフ
○ソフトボール
○バレーボール
○テニス
○空手
○剣道
○卓球
○サッカー
○バドミントン
○硬式野球
○少年野球（リトルリーグ）
○バスケットボール
○インディアカ
○スキー・スノーボード
○ターゲットバードゴルフ
○野球審判部

競技団体等

常陸大宮市体育協会

総　会

理事会

中
学
校
体
育
連
盟

��������	
����������	
��

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

市体育指導委員会市教育委員会生涯学習課
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号１５
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（
西
部
総
合
公
園
体
育
館
）

○
地
区
対
抗
の
部

①
那
珂　

②
大
宮　

③
山
方

○
小
学
生
の
部

①
戸
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

②
大
宮
尚
武
館
Ａ

③
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

　

世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
Ｂ

○
中
学
生
男
子
の
部

①
那
珂
二
中　

②
那
珂
三
中

③
那
珂
一
中
Ａ
、
大
宮
中
Ａ　

○
中
学
生
女
子
の
部

①
山
方
中　
　

②
那
珂
二
中

③
瓜
連
中
Ｂ
、
那
珂
三
中

○
高
校
・
一
般
の
部

①
大
宮
尚
武
館　
　

②
大
宮
二
中
会

③
山
方
剣
道
連
盟

��
�
�
�
�
�
�
�

��

（
山
方
中
学
校
体
育
館
）

○
小
学
生
４
年
生
以
下
の
部　

①
木
村　

祐
人
（
山
方
小
４
年
）

②
大
森　

悠
資
（
山
方
小
４
年
）

③
岡
崎　

浩
平
（
山
方
南
小
４
年
）

　

高
野
倉
拓
也
（
山
方
南
小
４
年
）

○
小
学
生
５
・
６
年
生
の
部

　

①
小
野
瀬
仁
史
（
山
方
小
６
年
）

　

②
桐
原　

大
輝
（
山
方
南
小
６
年
）

　

③
大
森　

翔
太
（
山
方
小
６
年
）

　
　

長
岡　

龍
良
（
山
方
南
小
６
年
）

○
小
学
生
女
子
の
部

　

①
大
串
亜
由
美
（
山
方
南
小
６
年
）

　

②
大
串
亜
理
沙
（
山
方
南
小
４
年
）

　

③
木
村　
　

恵
（
山
方
南
小
２
年
）

○
中
学
生
男
子
の
部

　

①
大
森　

公
平
（
山
方
中
３
年
）

　

②
大
高　

弘
嗣
（
山
方
中
３
年
）

　

③
木
村　

俊
彦
（
山
方
中
２
年
）

　
　

神
長　

涼
太
（
山
方
中
１
年
）

○
中
学
生
女
子
の
部

　

①
高
村　

佑
子
（
山
方
中
２
年
）

　

②
大
森　

彩
弓
（
山
方
中
２
年
）

　

③
大
曽
根
成
美
（
山
方
中
３
年
）

　２月８・１５・２２日の３日にわたり、３６人が参加して、御
前山地域ボウリング教室が大宮レジャーセンターを会場に
開催されました。教室では同レジャーセンター所属の中山
プロよりストライク・スペアのとりやすいスパットボウリ
ングについて講義、実技指導を受けました。
　第３回目は、教室のまとめとして子どもの部・一般男子・
女子の部に分け大会形式で２ゲームを行いました。スペ
ア・ストライクが出ると、和やかな雰囲気になり、地域住
民とのコミュニケーションが図られ目的が達成できまし
た。優勝者にはボウリング場よりボールが贈られました。

【大会結果】＊（　　）内はスコア
子どもの部　
①皆川大和（２６０）②大貫　真（２３２）③石�　剣（２１６）

一般男子の部
①廣木　栄（２８４）②青柳幸雄（２５１）③古内　裕（２５１）
一般女子の部
①石�みつ江（２９５）
②諸澤澄子（２６８）
③国安恵子（２４８）

ハイゲーム
男子　皆川大和（１５９）　　
女子　石�みつ江（１６０）

－お詫びと訂正－
本紙３月号に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
○15ページ　ミニミニVリーグ「交流試合の結果」
誤　Ｊドリーム　２　VS　０　小瀬スポーツ少年団
正　Ｊドリーム　０　VS　２　小瀬スポーツ少年団

�������
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　３月29･30日の２日間にわたり、2002年高校
総体の会場となった西部総合公園体育館で、第１
回常陸大宮CUP（新体操競技）が開催されました。
　県内はもとより東京都や埼玉県から参加した、
幼児から小・中学生、高校生、シニアまで幅広い
層の約230人が、曲に合わせてマットの上を軽や
かに舞いました。
　また、昨年行われた大宮体操教室の卒業生も参
加し、上達した演技を見せ、応援席から惜しみな
い拍手が贈られました。



広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号１６

このような症状が２週間以上続いたら早めに心療内科や、精神科を受診しましょう。
また、周りの人が早く気づいて本人の負担を軽くしてあげましょう。

◎毎日ひどく憂うつ

◎何事も楽しめず、ひどく無気力

うつ病のサイン よくみられる症状
○食欲がない　　　　○必要以上に自分を責める

○疲れやすい　　　　○死にたいと思う

○よく眠れない　　　○イライラする

○集中力がなく、決断できない

■うつ病のきっかけ

�� � � ������������	
��
��
���������

������������������	
����
	�����

�����������������	
��
���

また、高齢になると健康問題などうつになりやすい条件が増え、認知症と似た
ような症状で周りに気づかれにくいことが多いので、特に注意しましょう。

■ふだんからの心がけ

��������	
��
�

がんばりすぎてもよい結果が出るとは限

らない。ときには肩の力をぬいて、心の

負担を取り除きましょう。

���������	
�

趣味や旅行、映画鑑賞、スポーツなど、

普段の生活とはちがった楽しみをもっ

て、上手に気分転換をはかりましょう。

��������	
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�����

なんでも相談できる友人や職場の同僚、

そして家族とのコミュニケーションを大切に。

�������������	
�

疲れはためないことが第一。気持ちのよい入浴

やたっぷりの睡眠をとるなど、その日の疲れは

その日のうちにとりましょう。

　仕事や家庭でのストレスの多い毎日、うまく心が満たされずに心の病
に陥る人が増えています。その代表であるうつ病は“心のかぜ”と呼ば
れ、誰しもがかかる可能性があります。
　日ごろから心の健康に関心を持ち、危険信号を早めにキャッチしま
しょう。
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12・26日
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�月連休の休館日
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�こどもの日の映画会
�くまのおいしゃさん��がんばれスイミ��
����������������������

�ロゼのつどいのおはなし会
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�めばえの会のおはなし会
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�はみんぐばあどのおはなし会
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�子ども放送局
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号１８
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《
大
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
善
意
銀
行
へ
》

（
株
）ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ

　

代
表
取
締
役
社
長　

清
水
郁
郎

金
1
4
0
、0
2
2
円

田
沢
祐
男
（
小
田
野
）金5

0
0
、0
0
0
円

《
山
方
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
善
意
銀
行
へ
》

木
村
道
保
（
諸
沢
）

金
6
、1
5
5
円

《
美
和
村
社
会
福
祉
協
議
会
・
善
意
銀
行
へ
》

岡
崎
恒
之
（
下
檜
沢
）金1

0
0
、0
0
0
円

田
沢
ツ
ル
（
小
田
野
）金3

0
0
、0
0
0
円

《
御
前
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
・

善
意
銀
行
へ
》

湯
浅
弘
子
（
野
口
）

使
用
済
み
切
手
4
4
0
枚

ベ
ル
マ
ー
ク　

・
6
点

80

使
用
済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
1
枚

使
用
済
み
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
5
枚

近
沢
桂
一
（
長
倉
）

使
用
済
み
切
手
8
4
6
枚

匿　

名 

金
7
、1
3
4
円
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第１１回自衛消防隊指導者研修会が、全国火災
予防運動期間中の３月４日、工業団地のくり
えーとセンター大宮で開催されました。この研
修会は、毎年この時期に消防本部主催により実
施され、研修対象者は、管内各事業所の防災事
務担当者です。今回は、最近における消防法規
制の動きや、各事業所における防火管理体制の
見直し等について講義が行われました。研修会
に参加した約80名の受講者は、真剣に講義に
聞き入りました。

平成16年度防火標語コンクール表彰式が、全国
火災予防運動初日の３月１日、市消防本部消防長
室において行われ、最優秀賞に選ばれた小田倉玲
子さん（宇留野在住）に賞状と記念品が贈られま
した。
　応募いただいた多数の作品の中から、厳正なる
審査の結果選ばれた作品は、「確かめる　ゆとり
を持てば　火事はなし」です。
　この作品は、１年間各種広報紙等を通して火災
予防広報の資料として活用させていただきます。
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年４月号１９

�休日・祝日の当番医　　４/17～５/31
電話番号病院名（所在地）日付
（52）0547

0287（82）2739
0285（63）2303

岡崎外科医院（上町）
烏山台病院（栃・烏山町）
吉永医院（栃・茂木町）

4/17

（53）2115
0287（82）3803
0285（63）0323

丹治医院（東富町）
高野医院（栃・烏山町）
青木医院（栃・茂木町）

24

（52）0302
0287（82）2544
0285（63）0320

大曽根内科小児科（栄町）
滝田内科医院（栃・烏山町）
今井医院（栃・茂木町）

29

（52）0116
0287（82）2157
0285（63）0036

小泉医院（上町）
星医院（栃・烏山町）
大兼医院（栃・茂木町） 

5/1

（52）3181
0287（82）2175
0285（63）5131

上久保医院（東富町）
瀧童内医院（栃・烏山町）
桜井内科（栃・茂木町）

3

（53）1111
0287（84）0001
0285（63）1151

志村大宮病院（上町）
水沼医院（栃・烏山町）
茂木中央病院（栃・茂木町）

4

（52）0302
0287（82）2781
0285（64）1122

大曽根内科小児科（栄町） 
七合診療所（栃・烏山町） 
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

5

（53）1111
0287（83）2250
0285（63）2303

志村大宮病院（上町） 
近藤クリニック（栃・烏山町）
吉永医院（栃・茂木町） 

8

（52）0547
0287（84）1616
0285（63）0323

岡崎外科医院（上町） 
佐野医院（栃・烏山町） 
青木医院（栃・茂木町） 

15

（53）2115
0287（84）3850
0285（63）0320

丹治医院（東富町）
山野クリニック（栃・烏山町）
今井医院（栃・茂木町）

22

（53）2282
0287（82）2170
0285（63）0036

高瀬医院（宇留野）
阿久津医院（栃・烏山町）
大兼医院（栃・茂木町）

29

※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診となることがありますの
で、電話で確認してからお出かけください。
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　人権を侵害されている問題や児童・生徒の「いじめ」
の問題、金銭貸借、借地、借家、境界、農地、登記問題、
相続・扶養・結婚の法律問題等お困りの方はお気軽にご
相談ください。秘密は堅く守られます。
　相談は、人権擁護委員、法務局の職員がお受けします。

場　　　　所開 設 日

山方公民館Ｈ17．5/10

常陸大宮市役所本庁6/1

美和山村開発センター7/12

緒川保健センター8/9

御前山保健福祉センター9/13

常陸大宮市役所本庁10/11

山方公民館11/8

常陸大宮ショッピングセンターピサーロ12/6

美和山村開発センターＨ18．1/10

緒川保健センター2/14

御前山保健福祉センター3/14

＊相談時間　：　午前10時～午後３時
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《施設の概要》
●場　　所　　常陸大宮市田子内町3033番地の3
●敷地面積　　36，850㎡　　　●延床面積　　約11，339．88㎡（付属棟含む）
●構　　造　　鉄筋コンクリート造４階建
●病　床　数　　160床
●機　　能　　第二次救急医療及びへき地医療に対応できる医療機関
●診療科目　　内科（呼吸器、消化器、循環器）、小児科、外科、脳

神経外科、整形外科、泌尿器科、産婦人科、麻酔科
等を予定

●各階の施設 １階：外来部門、検査部門、放射線部門、管理部門
２階：病棟及び管理部門　
３階：病棟及び手術部門
４階：病棟及びリハビリ部門

●駐車台数　　約450台・駐輪場30台
●総事業費　　約50億円

完成予想図
（南西方向から）

▲右から２番目が最優秀賞の�鳥さん
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　皆さんからご応募いただいた９３４点の作品のなかから、市章選定
委員会において、最優秀賞１点、優秀賞４点が選ばれ、常陸大宮市
の「市章」に最優秀賞　�鳥達明さんの作品（表紙）が決定しました。
　市章は、今後、常陸大宮市の旗、バッジ、証明書用紙や封筒、観
光パンフレットなどさまざまなものに利用され、市のシンボルマー
クとして皆さんの目に触れることになります。
　なお、３月２９日、市役所本庁市長室において、矢数市長から入賞
者に賞金が贈呈されました。

■入賞者
〇最優秀賞　１作品（採用作品）
　　　　　　日立市諏訪町　　　　　�鳥　達明さん　
〇優 秀 賞　４作品

常陸大宮市中富町　　　徳増　博さん
常陸大宮市中富町　　　堀江　俊夫さん
常陸大宮市南町　　　　平島　悠三さん
常陸大宮市上町　　　　小泉　ちさとさん

▲知事、市長、済生会理事によるくわ入れ

（仮称）県北西部地域中核病院の起工式開催（仮称）（仮称）県北西部地域中核病院の起工式開催県北西部地域中核病院の起工式開催

古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（３月１日現在・推計常住者）

総人口４７，９９６人（男２３，４０４人、女２４，５９２人）
世帯数１６，１５１世帯


